
スラグ流で汚れをかき落とす にア‐インジェタタ→
ミルカーの洗浄状態を左右する要因としては、時間・温度・化学的処理 (洗剤)。 物理的処

理 (ス ラグ流)力Sあ ります。ここでは物理的な洗浄効果を高める、エアーインジェクターにつ

いて説明します。

1.ミ ルクの流れと、洗浄液の流れの違い
搾乳時のミルクの流れは、 ミルク配管を牛乳

の輸送と真空圧の供給の二つの役割を果たすた

め層状流 (図 1)で流れなければなりません。

しかし、洗浄時は洗浄液が層状流で流れてい

てはミルク配管の上部が洗浄されないことにな

ります。そこで洗浄、殺菌、すすぎ時には、ス

ラグ流 (乱流)で配管全体の汚れをかき取るよ

うに物理的力によって洗うことが重要です。
図 1 ミルク配管内の流れ

2ロ スラグ流の発生を左右する要因
ミルク配管が細ければスラグ流の発生は、比較的に容易に起こりますが、配管が太くなるに

つれて起こりづらくなります。これは搾乳時のミルクの層状流とは逆の関係になります。搾乳
性のことを考えれば、配管は太い程良くなりますが、洗浄はより困難になります。
洗浄効果を最大に発揮するスラグ流の発生 。維持のための要因を整理すると次のことが考え

られます。それぞれの要因は互いに関連する部分があります。

層状流 (搾亭L時 )

要   因 原因 。効果

・配管の太さ 細いとスラグ流が起きやすく保ちやすい

太いとスラグ流が起きづらく壊れやすい

洗浄水量 少なくてはスラグが短く洗浄不良の原因となる

多すぎてはスラグが遅く勢いがなくなる
・ポンプ能力 能力不足はスラグ流の崩れや速度不足になる

過大な能力はスラグ流の分裂になる

・スラグの数

長さ

速度

※サージ エアーインジェクター

資料より

数では洗浄サイクルで20個のスラグ流で充分である

長さは50～ 75ミ リ (2～ 3イ ンチ)配管で最低1.2mな いと、

スラグの形状を保てない

速度は秒速 7～ 10mで、遅 くなるとスラグとしての形が崩れ

洗浄効果が落ちる、早すぎても配管を洗浄するための気泡混入状

態が保てなくなる
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3ロ エアーインジェクター無しでの洗浄
搾乳時のスラグ流の発生要因は、細い配管

に多くの牛乳が流れ込む、エアーの流入、不

適切な勾配 (逆勾配)、 などです。

洗浄時は搾乳時に起こってはならないこと

が洗浄効果を上げることになります。大量の

洗浄液を一気に洗浄バットから、逆勾配の配

管に向って吸い上げ、その後空気を吸うこと

でスラグ流が発生します。また、スラグ流を

継続的に起こすため、洗浄液がレシーバージ

ャーから戻つてくる前に、すべて吸い出され

る様に洗浄液量を調整し、空気が定期的に洗

浄ラインに入るようにすると、自然にスラグ

流が継続的に発生します。

4口 エアーインジェクターの働き
エアーインジェクターは断続的に配管内に

空気を入れることで機械的にスラグ流を作 り

出し洗浄効果を高める装置です (写真 1)。

エアーインジェクターを使うことで、太い

配管でも洗浄バ ットからエアーを吸わせる必

要がないため洗浄水量を少なくすることが出

来ます。

エアーインジェクターの空気を入れるタイ

ミングや洗浄水量は、配管の太さ、長さ、ス

ラグの長さ、レシーバージャーの容量、 ミル

クポンプの能力などによって決められます (メ

ーカーの基準)。  せっかく付けたエアーイ

ンジェクターも正常に働いていなくては洗浄

効果も上がりません。洗浄の温度、時間、洗剤

の濃度は間違いないが、汚れが落ちきらない、

生菌数がなかなか下がらない時は、エアーイン

ジェクター (ス ラグ流が適正か)の点検も行う

事が必要です。

図2 洗浄液の流れ

→      →

2イ ンチもしくは3イ ンチの大口径のミルクラインは、
層状流で洗浄水を流すだけでは、 ミルクラインの上半分
を洗浄することができない

洗浄時に定期的に空気を注入することによって、洗浄水
はかたまりとなってスラグ流となり、 ミルクラインの内
面を完全に洗浄する

図3 エアーインジェクターで作る
スラグ流

※洗浄液を一気に吸い上げ
エアーを吸入

洗浄パ ットが空になって

から洗浄液が戻るよう

写真 1 エアーインジェクター
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